
漢
籍
引
用
よ
り
見
た
徒
然
草
の

考
察

無
常
観
及
び
矛
盾
性

二
十
六
回
生

下

村

久

美

子

目

次

ま
え
が
き

第
一
章
無
常
観

第
一
節
無
常
観
の
段
に
な
け
る
漢
籍
引
用

－
文
集
・
文
選

つ
い
老
荘
・
儒
家

第
二
節
無
常
観
の
区
分
と
表
現
形
式

第
二
章
矛
盾
性

結
び

注参
考
文
献

資
料
編

し
か
し
、
と
の
方
面
か
ら
の
研
究
は
、
と
れ
ま
で
福
田
嚢
之
介
氏

ベ
注

l
）

・
本
学
の
古
津
未
知
男
先
生
に
説
が
あ
る
他
は
余
タ
見
か
け
念
い
よ

う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
私
は
右
両
氏
の
論
を
参
考

K
、
主
と
し
て
漢

籍
引
用
の
面
か
ら
徒
然
草
の
一
考
察
を
試
み
た
い
と
思
う
。

論
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
二
つ
の
観
点
を
置
い
た
。
一
つ
は
、

徒
然
草
の
根
底
を
流
れ
る
思
想
で
あ
る
無
常
観
、
そ
れ
を
主
題
と
し

た
段
中

k
b
け
る
漢
籍
の
影
響
を
通
し
て
、
兼
好
の
無
常
観
の
一
側

面
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
。
い
ま
一
つ
は
、
徒
然
草
に
な
い
で
よ
く

論
じ
ら
れ
る
矛
盾
性
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
が
漢
籍
引
用
の
面

で
ど
の
よ
う
に
表
わ
れ
て
い
る
か
を
考
え
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。

尚
、
本
稿

k
b
け
る
徒
然
草
の
段
数
・
本
文
引
用
は
す
べ
て
、
日

本
古
典
文
学
大
系
「
方
丈
記
・
徒
然
草
」

K
拠
っ
た
。

q
L
 

P
h
v
 

ま
え
が
き

第
一
章
無
常
観

第
一
節
無
常
観
の
段

k
b
け
る
漢
籍
引
用

徒
然
草
の
根
底
を
流
れ
る
思
想
が
、
無
常
観
で
あ
る
と
い
う
と
と

は
、
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
段

K
は
っ
き
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ル
い

必
グ
レ
ゐ
討
す

K
4
6－
ny百
μ
d
T
事

t
d
－
て

2
4↓コ
2
2
H
t

4
4
4

一，

d
三

J
H
E
d
J
d
V
4
J、ゴ，
A
d
A
Z

橘
純
一
守
安
良
岡
康
作
寺
町
尾
実
民
費
解
を
参
考
に
し
左
が

ら
、
私
左

b
k無
常
観
を
主
題
と
し
て
書
き
記
し
て
い
る
段
・
一
部

に
無
常
観
を
表
わ
し
た
所
が
あ
る
段
を
選
び
出
し
て
み
る
と
次
の
よ

う
で
あ
る
。

七
・
十
・
十
九
・
二
十
五
・
二
十
六
・
二
十
七
・
二
十
九
・
士
一
十
・

三
十
八
・
四
十
一
・
四
十
九
・
五
十
八
・
五
十
九
・
七
十
四
・

七
十
五
・
九
十
一
・
九
十
二
・
九
十
三
・
百
八
・
百
十
二
・
百
三

十
四
・
百
三
十
七
・
百
五
十
五
・
百
六
十
六
・
百
八
十
八
・
百
八

十
九
・
三
百
十
七
・
二
百
二
十
・
二
百
四
十
一

以
上
二
十
九
の
段
は
、
そ
の
数

K
沿
い
て
、
序
段
を
含
め
た
全
段

数
二
百
四
十
四
段
か
ら
み
る
と
、
せ
い
ぜ
い
一
割
強
に
す
ぎ
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
そ
こ
に
あ
る
漢
籍
引
用
は
、
三
十
四
例
挙
げ
ら
れ
、
全

引
用
数
（
九
十
六
例
）
の
三
割
以
上
に
あ
た
る
。
元
来
仏
教
思
想
で

あ
る
無
常
観
を
述
べ
た
段
に
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
漢
籍
が
引
用
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
前
記
二
十
九
の
段
k
b
け
る
引
用
漢
籍
は
、
白
氏
文
集
8
・

文
選
5
・
荘
子
5
・
晋
書
3
・
准
南
子
2
・
寒
山
詩
2
・
老
子
1
・

論
語
1
・
孟
子
1
・
書
経
1
・
易
経
1
・
小
学
1
・
和
漢
朗
詠
集

1
・
事
文
類
緊
前
集
1
・
諸
上
善
人
詠
1

の
如
く
で
あ
み
。
ー
と
れ
で
見
る
と
、
文
集
・
文
選
と
い
う
い
わ
ゆ
る

文
芸
書
が
最
も
多
く
、
次
い
で
荘
子
・
准
南
子
・
老
子
左
ど
の
老
荘

の
書
、
続
い
て
論
語
・
孟
子
・
書
経
・
易
経
・
小
学
友
ど
の
儒
家
の

室
固
と
左
っ
て
い
る
。
と
れ
ら
文
芸
の
書
・
老
荘
の
書
・
儒
家
の
書
は
、

元
来
そ
れ
ぞ
れ
性
格
の
異
左
る
漢
籍
で
あ
る
の
で
、
こ
の
三
つ
の
グ

ル
ー
プ
別
に
引
用
の
実
態
を
見
て
い
き
た
い
。

り
と
そ
の
思
想
が
書
き
表
わ
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
念
い
。
そ
と
で
、

l

文
集
・
文
選

文
集
・
文
選
の
引
用
は
、
次
の
段

K
あ
る
。

七
（
文
集
1
）
・
二
十
五
（
文
集
1
）
・
三
十
（
文
集
1
・
文
選

2
）
・
三
十
八
（
文
集
2
・
文
選
3
）
・
四
十
一
（
文
集
1
）
・

百
三
十
七
（
文
集
l
）
・
百
八
十
八
（
文
集
1
）

こ
の
中

K
は
、
第
三
十
段
に
あ
る
、

い
づ
れ
の
人
と
名
を
だ

K
知
ら
ず
、
年
々
の
春
の
草
の
み
ぞ
（
士
口

墓
何
代
人
不
知
姓
与
名
化
作
路
傍
土
年
年
春
草
生
）

の
箇
所
の
文
集
の
引
用
や
、

嵐

K
む
せ
び
し
松
も
千
年
を
ま
た
で
薪

K
く
だ
か
れ
、
古
き
墳
は

す
か
れ
て
固
と
左
h
y
ぬ
。
（
古
墓
整
為
回
松
柏
権
為
薪
）

と
い
う
箇
所
の
文
選
の
引
用
の
よ
う
に
、
原
典
で
あ
る
文
選
の
古
詩

十
九
首
も
無
常
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
本
文

K
な
い
て
も
無
常
を

表
わ
す
恰
好
の
例
と
走
っ
て
い
る
引
用
例
が
あ
る
。
が
、
こ
の
よ
う

代
、
内
容
的
に
も
無
常
観
と
か
か
わ
っ
て
い
る
も
の
は
一
部
し
か
左

く
、
ほ
と
ん
ど
は
、
第
七
段
の
、

タ
の
陽
に
子
孫
を
愛
し
て
・
・
：
ひ
た
す
ら
世
を
む
さ
ぼ
る
（
朝

露
貧
名
利
夕
陽
憂
子
孫
）

と
い
う
箇
所
の
文
集
の
引
用
の
よ
う
に
、
無
常
観
と
の
か
か
わ
り
を

全
く
無
視
す
る
訳
に
は
い
か
左
い
が
、
い
ず
れ
か
と
言
え
ば
、
「
老

い
」
と
い
う
言
葉
を
直
接
用
い
ず
、
「
タ
の
陽
」
と
表
現
す
る
よ
う

左
修
辞
的
効
果
を
狙
っ
た
引
用
と
言
え
る
よ
う
で
あ
る
。

2

老
荘
・
儒
家

儒
家
の
書
の
引
用
は
、
た
と
え
ば
、
第
三
十
八
段
に
あ
る
、

大
き
念
る
車
、
肥
え
た
る
馬
、
金
玉
の
飾
h
y
も
、
心
あ
ら
ん
人
は
、

う
た
て
愚
か
左
h
ノ
と
ぞ
見
る
べ
き
。
（
肥
馬
衣
軽
愛
揚
揚
過
闘

~53~ 



里
難
得
市
童
憐
還
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識
者
都
）

の
箇
所
の
小
学
の
引
用
の
よ
う
に
、
内
容
的

K
深
く
か
か
わ
っ
て
い

る
と
い
う
よ
り
も
、
適
当
左
例
や
言
い
ま
わ
し
と
し
て
断
片
的
・
修

辞
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
念
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ

K
対
し
て
、
老
荘
の
書
の
大
部
分
の
引
用
は
、
第
七
段

K
あ

る、
か
げ
ろ
ふ
の
タ
を
待
ち
（
蜂
蛤
朝
生
而
暮
死
）

夏
の
蝉
の
春
秋
を
し
ら
ぬ
（
臆
航
不
知
春
秋
）

と
い
う
箇
所
の
准
南
子
・
荘
子
の
引
用
の
よ
う
に
、
無
常
を
表
現
す

る
常
套
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
念
ど
、
無
常
観
と
の
深
い
か
か
わ
り

を
持
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
と
と
は
、
あ
る
い
は
当
然
の
と
と
念
の
か
も
し
れ
左
い
。
左

ぜ
な
ら
、
無
常
観
は
儒
家
よ
り
も
む
し
ろ
老
荘
と
相
通
じ
る
面
を
多

〈
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
兼
好
は
出
家
し
隠
遁
生
活
を
送
っ
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
無
常
や
諸
縁
放
下
を
説
く
場
合
、
そ
の
拠
所

と
し
て
老
荘
思
想
を
持
ち
出
し
て
き
て
も
何
ら
不
思
議
は
左
い
。

無
常
観
と
い
う
仏
教
思
想
を
述
べ
念
が
ら
、
兼
好
は
仏
典
に
拠
る

ば
か
り
で
左
〈
、
老
荘
を
初
め
と
す
る
漢
籍
の
影
響
を
も
受
け
て
い

る
。
と
れ
は
、
兼
好
の
持
つ
多
様
性
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
る
か
も

し
れ
左
い
。
ま
た
、
彼
の
説
く
無
常
観
が
、
仏
者
の
立
場
か
ら
ば
か

りJ

で
な
く
、
人
が
多
か
れ
少
な
か
れ
感
じ
る
で
あ
ろ
う
生
活
感
情
と

し
て
の
無
常
の
認
識
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
も
、
と
れ
ら
の
漢
籍
の

引
用
を
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
節
無
常
観
の
区
分
と
表
現
形
式

徒
然
草
の
無
常
観
を
捉
え
る
一
つ
の
見
方
と
し
て
、
西
尾
実
氏
は
、

第
三
十
段
あ
た
り
ま
で
の
無
常
観
は
、
世
の
無
常
を
嘆
い
て
い
る
感

傷
的
念
無
常
観
で
あ
り
、
第
三
十
一
段
以
後
は
、
無
常
観
が
認
識
の

問
題
・
自
覚
の
問
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
と
を
指
摘
さ
れ
、
前
者
’

を
詠
嘆
的
無
常
観
、
後
者
を
自
覚
的
無
常
観
と
名
づ
け
て
な
ら
れ
る
。

ま
え
九
一
安
良
岡
康
作
氏
は
、
西
尾
氏
の
ζ

の
見
解
を
一
つ
の
拠
所

と
し
て
1
第
三
十
二
段
ま
で
と
そ
れ
以
後
と
で
な
よ
そ
十
一
年
の
成

（唖
8）

立
年
代
の
隔
り
が
あ
る
と
指
摘
し
て
な
ら
れ
る

こ
れ
ら
の
と
と
か
ら
、
無
常
観
を
二
つ

K
分
け
て
考
え
た
場
合
、

そ
こ
に
引
用
さ
れ
た
漢
籍
の
面
か
ら
も
何
か
注
目
す
べ
き
点
を
掴
む

と
と
は
で
き
念
い
の
だ
ろ
う
か
。

第
一
節
で
挙
げ
た
無
常
観
の
段
を
、
西
尾
氏
の
観
点
で
分
け
る
と
、

七
・
十
・
十
九
・
二
十
五
・
二
十
六
・
二
十
七
・
二
十
九
・
三
十
の

八
つ
の
段
が
詠
嘆
的
無
常
観
の
段
と
左
夕
、
そ
の
他
の
二
十
一
の
段

が
自
覚
的
無
常
観
の
段
と
左
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
漢
籍
引
用
数
を
見
る
と
、
詠
嘆
的
無
常
観
の
方
は
、

八
つ
の
段
中
四
段
に
十
例
、
自
覚
的
無
常
観
の
方
は
、
二
十
一
の
段

中
九
段
に
二
十
四
例
と
、
段
や
詞
句
数
を
比
較
し
た
場
合
、
さ
ほ
ど

の
差
は
左
い
と
言
え
る
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、
そ
の
引
用
詞
句
の
出
典
を
み
る
と
、
詠
嘆
的
無
常
観
の
段

で
は
、白

氏
文
集
3
・
文
選
2
・
荘
子
2
・
准
南
子

2
・
和
漢
朗
詠
集
ー

で
あ
り
、
自
覚
的
無
常
観
の
段
で
は
、

白
氏
文
集
5
・
文
選

3
・
荘
子
3
・
晋
書
3
・
寒
山
詩
2
・
老
子

1
・
小
学
1
・
書
経
1
・
論
語
1
・
孟
子
1
・
事
文
類
索
前
集
1
・

諸
上
善
人
詠
1

で
あ
る
。
こ
と
で
気
づ
く
と
と
は
、
詠
嘆
的
無
常
観
の
段
中
に
は
、

和
漢
朗
詠
集
の
引
用
は
あ
る
も
の
の
、
他
品
川
す
ぺ
片
山
文
換
＝
ゾ
決
選
任

64-
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警

老
荘
の
書
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
自
覚
的
無
常
観
の
段
に
な
る
と
、

そ
れ
ら
の
他
に
儒
家
や
そ
の
他
の
書
の
引
用
が
入
っ
て
く
る
と
と
で

あ
る
。
儒
家
の
書
に
つ
い
て
は
、
第
一
節
で
見
た
よ
う

K
断
片
的
・

修
辞
的
引
用
に
す
ぎ
念
い
が
、
た
と
え
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
自
覚
的

無
常
観
の
段
に
左
っ
て
初
め
て
儒
家
の
書
ま
で
が
引
用
さ
れ
て
く
る

と
い
う
と
と
は
、
一
つ
の
注
意
す
べ
き
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
で

は
念
い
か
と
考
え
る
。

ま
た
、
文
集
・
文
選
の
引
用

K
つ
い
て
は
、
桑
原
博
史
氏
が
、
詠

嘆
的
無
常
観
に
な
け
る
文
集
・
文
選
の
引
用
に
つ
い
て
、

柔
ら
か

K
情
緒
的
に
認
識
を
深
め
さ
せ
る
た
め

K
は
、
漢
詩
文
を

引
用
し
て
も
「
白
氏
央
集
」
「
文
選
」
と
い
う
中
古
的
教
養
の
書

3

（
、
？
）

に
拠
る
こ
と
に
ま
る
。
：
j

と
い
う
見
解
を
出
し
て
b
ら
れ
る
。
確
か

K
文
集
・
文
選
の
引
用
は
、

詠
嘆
的
無
常
観
の
方
、
つ
ま
り
、
「
は
か
左
し
」
「
悲
し
」
と
表
現

さ
れ
る
よ
う

K
哀
感
に
満
ち
た
目
で
無
常
の
世
を
眺
め
、
し
か
も
、

第
七
段

K
見
ら
れ
る
よ
う
左
「
も
の
の
あ
は
れ
」
に
視
点
を
置
く
中

古
的
伝
統
の
流
れ
を
受
け
継
い
で
い
る
無
常
観

K
あ
っ
て
は
、
断
片

的
に
せ
よ
、
内
容
的
に
深
め
ら
れ
て
い
る
に
せ
よ
、
引
用
さ
れ
る
余

地
や
効
果
が
十
分
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
文
集
・
文
選
は
、
無
常
を
世
の
哲
理
と
し
て
認
識
し
て

述
べ
て
い
る
自
覚
的
無
常
観
の
段

K
も
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
大
部
分
は
、
第
三
十
八
段
、
第
四
十
一
段
く
ら
い
ま

で
に
出
尽
し
て
い
る
。
第
三
十
八
段
は
、
老
荘
の
考
え
方
が
大
き
ま

比
重
を
占
め
て
な
り
、
第
四
十
一
段
は
、
時
と
し
て
感
じ
る
生
活
感

情
と
し
て
の
無
常
観
の
色
彩
が
強
い
。
い
ず
れ
も
、
詠
嘆
的
で
は
左

〈
念
っ
た

K
し
ろ
、
第
四
十
九
段
以
後
で
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
、
無

H

不
韮
ν
由
凶
三
割
問
ゐ
珂
但
耳
J
R
円・に
J
a
－之、曜、

σ－グ－

t
k寸
J
A
T
－
京
発
・
・
ヌ
逗
tc

常
の
認
識
の
上
に
立
っ
て
仏
道
修
行

K
努
め
よ
と
説
〈
態
度
と
も
異

念
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
詠
嘆
的
か
ら
自
覚
的
に
移
る
、
過
渡
的
念

段
で
あ
る
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
念
い
。
そ
う
い
う
段
に
あ
っ
て
は
、

仏
教
的
無
常
観
を
説
〈
段
よ
り
も
、
文
集
・
文
選
の
引
用
さ
れ
る
余

地
が
ま
だ
あ
り
、
と
の
点
か
ら
と
れ
ら
の
引
用
を
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
左
い
か
と
考
え
る
。

次

K
、
そ
れ
ぞ
れ
の
無
常
観
の
表
現
の
仕
方
を
見
る
と
、
詠
嘆
的

無
常
観
を
述
べ
て
あ
る
方
は
和
文
的
念
文
章
で
あ
り
、
自
覚
的
無
常

観
の
方
は
漢
文
的
念
書
き
ぶ
り
、
つ
ま
り
、
漢
語
、
漢
文
訓
読
語
を

多
用
し
た
り
、
対
句
、
起
承
転
結
を
用
い
た
書
き
方
が
し
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
念
表
現
面
か
ら
も
、
あ
る
程
度
ま
で
は
っ

き
り
し
た
差
を
認
め
る
と
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

第
二
章
矛
盾
性

徒
然
草

K
つ
い
て
は
、
と
れ
ま
で
に
も
、
内
容
的
・
思
想
的
K
多

く
の
矛
盾
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
ζ

で
、
と
の
矛
盾
性
の
問
題
を
、

主

K
漢
籍
引
用
の
面
か
ら
探
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

と
と
ろ
で
、
徒
然
草
に
な
け
る
引
用
詞
句
出
典
は
、

論
語
凶
白
氏
文
集
H

文
選
9

荘
子
6

晋
書
5

書
経
5

老
子
4

孟
子
4

易
経
3

礼
記
3

史
記
2

准
南
子
2

蒙
求
2

寒
山
詩
2

小
学
2

世
説
新
語
2

揚
子
法
言
2

帝
範
2

孔
子
家
語
2

和
漢
朗
詠
集
2

三
体
詩
1

孫
子
1

漢
書
1

事
文
類
索
前
集
1

諸
上
善
人
詠
1

で
あ
る
。
と
れ
を
見
る
と
、
論
語
を
初
め
と
し
て
、
書
経
・
孟
子
・

易
経
・
礼
記
・
蒙
求
・
小
学
・
揚
子
・
法
言
・
帝
範
・
孔
子
家
語
念

ど
の
儒
家
の
書
が
、
合
計
す
る
と
四
十
三
例
あ
夕
、
全
引
用
数
の
約
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四
十
五
%
を
占
め
て
い
る
。
次
い
で
、
文
集
・
文
選
と
い
う
文
芸
書

が
合
わ
せ
て
二
十
三
例
、
約
二
十
四
%
、
続
い
て
、
荘
子
・
老
子
・

准
南
子
念
ど
の
老
荘
の
書
が
、
合
計
十
二
例
、
約
十
一
二
%
と
い
う
所

で
あ
る
。

ζ

こ
で
問
題
と
左
る
の
は
、
隠
遁
文
学
で
あ
る
徒
然
草

K
、
老
荘

の
書
よ
り
も
む
し
ろ
儒
家
の
書
の
引
用
の
方
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
徒
然
草
は
、
在
俗
出
家
で
は
あ
る

も
の
の
法
師
と
名
の
つ
く
兼
好
が
、
隠
遁
生
活
を
送
h
ノ
左
が
ら
書
い

た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
隠
遁
生
活
を
送
る
者

K
と
っ
て
は
、
儒

家
と
い
う
倫
理
道
徳
を
重
ん
じ
る
思
想
よ
り
も
、
無
為
自
然
を
説
く

老
荘
思
想
に
共
感
す
る
面
が
多
い
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
漢
籍

引
用
の
面
か
ら
は
全
く
逆
の
結
果
と
左
っ
て
い
る
。
と
れ
は
、
明
ら

か
に
一
つ
の
矛
盾
と
言
え
‘
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
引
か
れ
て

い
る
儒
家
の
書
が
、
愛
読
書
を
述
べ
た
第
十
三
段
に
は
、
論
語
ナ
ら

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
い
。

ζ

の
こ
と
は
、
い
か

K
解
す
れ
ば
よ
い
の
で

あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
儒
家
の
書
の
引
用
例
か
ら
具
体
的
に
見
て
い
く
事
と
す
る
。

儒
家
の
書
の
引
用
は
二
十
六
の
段
に
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
儒
家
の
思

想
に
拠
る
と
い
う
よ
り
も
、
一
言
葉
と
し
て
適
当
で
あ
っ
た
た
め
に
引

用
さ
れ
た
に
す
ぎ
念
い
断
片
的
引
用
が
幾
っ
か
挙
げ
ら
れ
る
。
た
と

え
ば
、
第
二
百
三
十
八
段

K
あ
る
、

紫
の
朱
う
ば
ふ
と
と
を
悪
む
（
悪
紫
之
奪
朱
也
）
と
い
う
箇
所

の
論
語
の
引
用
の
よ
う
に
、
兼
好
の
白
讃
を
述
べ
る
た
め
の
一
つ
の

材
料
と
し
て
、
と
の
部
分
が
何
巻
の
ど
こ
そ
と
の
辺
に
あ
る
と
即
座

K
申
し
上
げ
る
ζ

と
が
で
き
た
と
い
う
、
例
と
し
て
挙
げ
て
あ
る

K

－
白
河
日
刊
P
、
援
阿
富
か

O

全
引
用
の
約
三
分
の
一
に
当
る
。

次
に
、
内
容
的

K
も
儒
家
の
思
想
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
思
わ
れ

る
引
用
例
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
第
八
十
五
段
に
あ
る
、

賢
を
見
て
羨
む
（
見
賢
思
斉
正
一
ア
論
語
）

下
愚
の
性
移
る
べ
か
ら
ず
（
唯
上
知
与
下
愚
不
移
・
論
語
）

悪
人
の
真
似
と
て
人
を
殺
さ
ば
、
悪
人
左
h
J
。
（
婿
其
悪
則
為
悪

人
・
揚
子
法
一
言
）

躍
を
畢
ぶ
は
騨
の
類
ひ
（
蹄
輯
之
馬
亦
醸
之
乗
也
・
揚
子
法
言
申

舜
を
学
ぶ
は
舜
の
徒
左
h
y
。
（
拳
拳
為
益
口
者
舜
之
徒
也
・
孟
子
）

と
い
う
五
箇
所
の
引
用
左
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
と
れ
ら
は
、
「
偽
h
y

て
も
賢
を
学
ば
ん
を
、
賢
と
い
ふ
べ
し
」
と
い
う
、
と
の
段
の
主
題

と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
と
れ
に
類
す
る
儒
家
の

引
用
と
し
て
は
十
六
例
挙
げ
ら
れ
、
全
引
用
の
約
三
分
の
一
で
あ
る
。

そ
し
て
、
残
り
の
約
三
分
の
一
の
儒
家
の
引
用
は
、
古
津
未
知
男

先
生
が
、

儒
家
の
書
の
引
用
の
中

K
も
存
外
老
荘
仏
家
的
要
素
が
多
く
見
ら

れ
る
0

（
注
刊
）

と
指
摘
し
て
な
ら
れ
る
よ
う
念
引
用
例
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
と
え
ば
、
第
二
百
十
一
段

K
は、

孔
子
も
時

K
あ
は
ず
。
（
君
子
博
学
深
謀
而
不
遇
時
者
衆
突
何

濁
丘
哉
・
孔
子
家
語
）

顔
回
も
不
幸
在
一
－
P
き
。
（
有
顔
回
者
：
：
不
幸
短
命
死
奏
・
論
語
）

人
は
天
地
の
霊
友
り
。
（
惟
天
地
高
物
父
母
惟
人
高
物
之
霊
・

書
経
）

と
儒
家
の
引
用
の
み
三
箇
所
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
、

t
実
働
』
市
炉
停
ま
帯
礼
町
が
A
V川

m
w
f
4む
い
い
遊
作
。
あ
わ
村

a
r脅
は
も

F
o
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前
後
遠
け
れ
ば
塞
が
ら
ず
。
：
：
寛
大
に
し
て
極
ま
ら
ざ
る
時
は

喜
怒
ζ

れ
に
き
は
ら
ず
し
て
、
物
の
た
め
に
わ
づ
ら
は
ず
。

と
言
う
よ
う
に
、
全
く
老
荘
思
想
に
拠
っ
て
い
る
と
言
え
る
よ
う
左

引
用
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
儒
家
の
書
の
引
用
を
見
て
く
る
と
、
儒
家
の
書
は
、

引
用
数
の
上
で
優
勢
で
あ
る
割

K
は
、
内
容
的
影
響
力
が
乏
し
い
と
い

う
ζ

と
に
左
り
は
し
一
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
、
老
荘
の
書
の
引
用
例
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
老
荘

の
引
用
は
七
つ
の
段
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
断
片
的
引
用
は
、

わ
ず
か
一
例
し
か
念
く
、
他
は
内
容
的
に
も
老
荘
思
想

K
拠
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
第
九
十
七
段
は
、

小
人
に
財
あ
夕
、
君
子
に
仁
義
あ
わ
ノ
（
彼
其
所
殉
仁
義
也
則

俗
謂
之
君
子
其
所
殉
貨
財
也
則
俗
謂
之
小
人
）

と
い
う
箇
所
に
荘
子
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
「
仁
義
」
と
い
う
儒

家
の
徳
目
を
君
子
を
損
う
も
の
と
し
て
述
べ
て
い
る
あ
た
り
、
老
荘

思
想
の
強
い
影
響
を
見
る
ζ

と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
老
荘
の
影
響

は
、
儒
家
の
書
の
引
用
の
所
で
見
た
よ
う
に
、
単
に
引
用
例
の
あ
る

所
の
み
に
は
止
ま
ら
ず
、
儒
家
の
引
用
箇
所

K
も
内
容
的
に
反
映
し

て
い
る
例
が
少
左
〈
左
い
。
こ
の
よ
う
に
、
老
在
思
想
は
徒
然
草
の

中
に
あ
っ
て
、
引
用
数
以
上
に
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
最
初
に
述
べ
た
矛
盾
に
つ
い
て
考
え
て
み
る

と
、
引
用
数
か
ら
は
確
か

K
矛
盾
で
あ
る
が
、
内
容
的

K
は
、
決
し

て
老
荘
が
少
数
に
甘
ん
じ
て
い
る
の
で
は
左
く
、
む
し
ろ
儒
家
以
上

K
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
矛

盾
は
矛
盾
と
し
て
残
る
の
で
は
左
く
、
徒
然
草
は
、
隠
遁
文
学
と
し

古
伊

U
一一五一ァ
ι
4
h
r
d
J
t
F
4ん
C
J
3

．．． 
Z
4
f
L
Fご
叱
ホ
起
き
ー
ね
を
す

4

て
の
老
荘
的
要
素
を
も
十
分
備
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

第
十
三
段
k
b
h
て
、
儒
家
の
書
は
全
く
見
ら
れ
念
い
と
い
う
こ
と

も
、
と
の
と
と
か
ら
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
は
左
か
ろ
う
か
。

結

び

以
上
、
三
つ
の
観
点
を
持
っ
て
、
漢
籍
引
用
の
面
か
ら
徒
然
草
K

つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。

ま
ず
、
第
一
章
第
一
節
に
な
い
て
は
、
無
常
観
を
主
題
と
し
た
段

中
に
は
漢
籍
引
用
が
比
較
的
多
く
、
そ
れ
は
兼
好
の
生
活
感
情
と
し

て
の
無
常
の
認
識
に
拠
る
た
め
で
は
念
い
か
と
考
え
る
。
ま
た
、
引

用
例
を
出
品
（
別
に
見
る
と
、
文
集
・
文
選
が
最
も
多
く
、
次
い
で
老

荘
の
書
、
儒
家
の
書
と
続
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
内
容
的
に
は
、
文

集
・
文
選
の
多
〈
が
修
辞
的
・
断
片
的
引
用
で
あ
り
、
儒
家
も
形
式

的
引
用
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
老
荘
の
引
用
が
最
も
よ
く
内
容
と
も

結
び
つ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
あ
る
面
で
は
当
然
の
と

と
で
あ
り
、
出
家
し
隠
遁
生
活
を
送
る
兼
好
が
、
仏
教
思
想
で
あ
る

無
常
観
を
述
べ
る
場
合
に
も
、
老
荘
を
一
つ
の
拠
所
と
す
る
と
と

K

不
思
議
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

第
二
節
で
は
、
無
常
観
を
詠
嘆
的
、
自
覚
的
と
区
分
し
た
場
合
の

漢
籍
引
用
か
ら
の
注
目
す
べ
き
点
を
挙
げ
た
。
一
つ
は
、
自
覚
的
無

常
観
の
段
に
在
っ
て
初
め
て
儒
家
の
室
固
ま
で
が
引
用
さ
れ
て
く
る
と

と
。
い
ま
一
つ
は
、
文
集
・
文
選
の
引
用
は
、
詠
嘆
的
無
常
観
の
方

に
な
い
で
よ
り
効
果
的
に
引
用
さ
れ
、
自
覚
的
無
常
観
の
方
で
は
第

三
十
八
段
・
第
四
十
一
段
に
集
中
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
他
は
余
り

見
ら
れ
念
い
と
と
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
無
常
観
の
表
現
の

仕
方
を
見
る
時
、
詠
嘆
的
無
常
観
の
段
は
和
文
的
で
あ
り
、
白
覚
的
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無
常
観
の
段
は
漢
文
的
念
書
き
ぶ
・
9
が
し
て
あ
る
と
言
え
る
の
で
は

‘
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

第
二
章
で
は
、
全
段
を
通
し
て
見
た
場
合
、
隠
遁
文
学
で
あ
る
徒

然
草
K
当
然
多
か
る
べ
き
老
荘
の
引
用
が
少
念
〈
、
反
対

K
儒
家
の

引
用
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
と
い
う
、
矛
盾
に
つ
い
て
考
え

た
。
が
、

ζ

れ
は
数
の
上
だ
け
の
と
と
で
あ
h
y
、
内
容
的

K
は
む
し

ろ
老
荘
思
想
の
方
が
よ
タ
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

即
ち
．
矛
盾
は
矛
盾
と
し
て
残
る
の
で
は
念
〈
、
徒
然
草
は
隠
遁
文

学
と
し
て
の
要
素
を
も
十
分
備
え
て
い
る
と
言
う
と
と
が
で
き
る
。

2主

（注
1
）
「
徒
然
草

K
投
影
し
た
海
外
文
学
」
福
田
嚢
之
介

文
学
」
第
六
巻
第
三
号

一「

国

狭
衣
物
語
解
釈

(14) 

お
低
い
y
め

大
股

K
は
、
「
中
将
の
君
は
と
よ
ひ
は
出
で
給
ふ
ま
じ
き

K
P」

な
ど
、
尋
ね
さ
せ
給
ふ
ほ
ど
に
、
蔵
人
所
の
方

K
人
々
と
ゑ
高
〈

硯
茸
刊
と
川
3
i
W
J
3徒
主
唱
認
司
護
活
慢

"' 

「
漢
籍
引
用
よ
・
9
見
た
徒
然
草
の
一
考
察
」
古
津
未
知
男

（注
2
）
「
徒
然
草
」
日
本
古
典
全
書
、
解
説

（注
3
）
「
徒
然
草
全
注
釈
下
」
、
解
説

（注
4
）
「
方
丈
記
・
徒
然
草
」
日
本
古
典
文
学
大
系
、
解
説

（注

5
）
具
体
例

K
つ
い
て
は
付
載
の
資
料
編
に
詳
し
〈
挙
げ
た
が
、

本
稿
で
は
い
っ
さ
い
省
略
す
る
。

（注
6
）
（
注
4
）
K
同
じ

（注
7
）
「
兼
好
の
遁
世
生
活
と
つ
れ
づ
れ
草
の
成
立
」
「
方
丈
記
」

－
徒
然
草
」
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
有
精
堂

（注
8
）
「
徒
然
草
の
本
質
」
「
国
文
学
」
第
十
巻
第
九
号

（注
9
）
「
無
常
観
の
形
式
｜
｜
徒
然
草
k
b
け
る
」
「
解
釈
と
鑑

賞
」
第
四
二
巻
第
五
号

（
注
刊
）
「
漢
籍
引
用
よ
タ
見
た
徒
然
草
の
一
考
察
」

68ー

本

義

田

彦

〔
口

L
訊
〕

も
の
言
ふ
を
、
「
何
事
念
ら
む
」
と
聞
か
せ
給
ふ
に
、
伊
濠
守
念

に
が
し
の
朝
臣
参
タ
て
、
「
う
ち

K
か
う
か
う
の
事
念
む
侯
ふ


